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○ケレンデ面積約2311a

○標高差約480m

○最大斜度22度

○平均翁度 14度

○上･中継壱コース1500m

O初怒老コース500m

O第1リフト（3人乗り）

○第2リフト〈2人乗リノ

○第3リフト′簡易、

○ロッジ3階建て約800m2

○麗菫場淵弧00台収容

○ナイター應明

北海道は一村一品ならぬ$､一村一観光、とばかりに開発計画ラッ
シュです。観光開発からリゾート開発と名まえだけカタカナにはし
ていますが中味は同じ。道内いたる所$､遊び場､、として， しかも企
業によって作られた画一的施設です。遊びは本来自由で創造的なも
のです。場所も施設も行動すらも決められた今のリゾートには$遊
び､、すら奪われていくように思えてなりません。
両武グループに代表されるコソツェルソは， リゾートをかかげ急
速に|催しています。まさに破竹の勢いです。本州大手企業には資
本ﾉjの而で道内企業はかないません。土地の切り売りが進む中，道
民としてlらの経済を考え，未来からの借り物である自然を次代に
伝えるために足元を問わなければなりません。
，)『務局では次号からもリゾート開発について掲戦していきたいと
思います。さらに道内外の情報をお寄せ下さいo(室蘭岳スキー場予定地）

●（ ） ●計 画 図

『
散
切
り
頭
を
叩
い
て
み
れ
ば
、
活
性
化
の
音
が
す
事
の
完
了
、
オ
ー
・
フ
ソ
」
の
全
て
を
僅
か
一
年
間
で
成

る
』
し
遂
げ
、
地
形
条
件
も
悪
く
積
雪
量
も
少
な
い
山
を
強

自
然
破
壊
の
免
罪
符
は
活
性
化
、
と
ば
か
り
今
や
り
引
に
ス
キ
ー
場
に
変
え
よ
う
と
す
る
余
り
に
も
唐
突
な

ゾ
ー
ト
開
発
に
よ
る
自
然
破
壊
が
道
内
至
る
所
で
進
行
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
て
い
る
。
わ
が
町
室
蘭
市
で
も
ご
他
聞
に
漏
れ
ず
、
し
か
し
市
民
感
覚
と
は
別
に
、
計
画
は
室
蘭
市
を
推

水
源
酒
養
保
安
林
を
含
む
森
林
を
伐
採
し
て
ス
キ
ー
場
進
役
と
し
て
隠
密
裏
に
而
も
着
盈
と
進
め
ら
れ
て
い

を
建
設
す
る
計
画
が
六
十
一
年
十
月
か
ら
進
め
ら
れ
て
た
。
気
が
付
い
た
時
に
は
、
議
会
は
既
に
事
業
法
人
設

①
悪
室
蘭
岳
（
鴬
別
岳
、
九
一
一
ｍ
）
の
南
斜
面
甥
驍
溺
灘
籍
潔
撫
鯉
嵯
鮮
Ⅷ
｜

い
る
。
こ
れ
迄
明
ら
か
に
な
っ
た
計
画
は

２

に
ゲ
レ
ソ
デ
面
積
三
二
・
四
”
（
所
有
者
牧
野
組
合
ゴ
ー
サ
ィ
ソ
を
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
而
も
当
然
室
一

八
・
四
照
国
有
地
う
ち
国
有
林
一
○
・
九
肥
は
水
蘭
岳
を
よ
く
知
り
疑
問
を
抱
く
筈
の
山
岳
関
係
団
体
も

源
酒
菱
保
安
林
の
指
定
解
除
を
必
要
）
、
標
高
差
四
た
だ
拱
手
傍
観
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
不
況

八
○
ｍ
、
斜
度
最
大
一
三
度
、
平
均
一
四
度
、
リ
ブ
地
域
か
ら
の
脱
出
、
活
性
化
は
時
の
声
と
す
る
薄
寒
い

卜
三
基
、
ナ
イ
タ
ー
照
明
、
ロ
ッ
ジ
一
棟
、
四
○
○
空
気
の
中
か
ら
、
遂
に
〃
組
織
を
乗
り
越
え
た
良
心
あ

台
収
容
駐
車
場
を
設
置
し
た
ス
キ
ー
場
を
今
年
十
二
る
登
山
愛
好
者
、
野
鳥
や
植
物
へ
の
影
響
を
心
配
す
る

月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。
者
、
水
の
汚
染
・
土
砂
崩
壊
を
心
配
す
る
者
、
貴
重
な

②
事
業
主
体
は
、
室
閲
リ
ゾ
ー
ト
開
発
㈱
（
資
本
金
税
金
を
自
然
破
壊
に
使
う
こ
と
を
疑
問
視
す
る
者
が
集

六
五
○
○
万
円
、
ば
ん
け
い
観
光
㈱
六
割
、
室
蘭
市
ま
り
、
計
画
を
見
直
そ
う
と
の
会
が
六
十
二
年
三
月
九

他
地
元
企
業
四
割
の
出
資
比
率
）
、
事
業
饗
約
六
億
日
に
発
足
し
た
。
四
面
楚
歌
の
中
、
全
く
の
素
人
が
何

円
、
利
用
入
込
者
数
約
一
○
万
人
。
か
を
し
な
け
れ
ば
と
集
ま
っ
た
。
そ
れ
が
『
室
蘭
岳
の

計
画
が
新
聞
紙
上
で
報
道
さ
れ
た
の
が
六
十
一
年
十
自
然
を
守
る
会
』
で
あ
る
。

月
。
と
同
時
に
誰
し
も
が
わ
が
耳
を
疑
い
、
そ
の
実
現
我
々
の
運
動
は
、
ま
ず
計
画
内
容
を
知
る
こ
と
か
ら

を
信
じ
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
筈
「
撒
想
確
立
、
事
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
計
画
内
容

業
法
人
の
設
立
、
環
境
調
査
、
道
路
開
設
を
含
む
全
工
が
全
く
市
民
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

●
●

る
。
危
機
感
を
抱
き
、
我
々
は
取
り
敢
え
ず
三
月
十
五
を
求
め
る
声
も
途
中
で
遮
切
り
、
明
ら
か
に
動
員
し
た

Ⅱ
に
計
画
中
止
を
求
め
る
要
望
腱
川
を
壱
剛
市
そ
の
他
関
と
思
わ
れ
る
建
設
促
進
派
の
意
見
を
求
め
て
説
明
会
を

係
団
体
に
提
出
し
、
更
に
計
画
内
群
の
説
肌
を
求
め
、
打
ち
切
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
不

市
民
に
訴
え
る
こ
と
に
し
た
。
要
望
灘
を
作
る
の
が
初
尽
な
行
政
の
姿
勢
は
、
当
然
市
民
を
初
め
マ
ス
コ
ミ
の

め
て
な
ら
ば
、
ビ
ラ
の
作
り
方
も
分
ら
な
い
。
議
会
に
批
難
の
的
と
な
り
計
画
に
対
す
る
疑
問
の
輪
は
大
き
く

対
す
る
請
願
方
法
も
知
ら
な
し
、
全
く
の
手
探
り
の
運
な
っ
た
。
我
々
は
こ
の
よ
う
な
行
政
の
姿
は
当
然
の
帰

勤
か
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

結
で
あ
る
と
考
え
た
。
何
故
な
ら
入
手
し
た
環
境
調
査

四
月
十
九
Ⅱ
我
々
は
市
民
に
呼
び
か
け
「
室
蘭
の
自
報
告
書
（
要
約
版
）
に
よ
る
と
、
十
分
な
説
明
を
な
し

然
を
語
る
集
い
」
を
開
催
（
参
加
者
約
百
名
）
し
、
室
得
る
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
即

剛
市
、
室
鮒
営
林
署
、
室
蘭
リ
ゾ
ー
ト
開
発
㈱
の
出
席
、
ち

計
画
説
明
を
求
め
た
。
し
か
し
計
画
概
要
の
説
明
が
な
①
調
査
を
実
施
し
た
の
は
、
か
の
有
名
な
日
本
林
業
技

さ
れ
た
も
の
の
、
環
境
に
対
す
る
影
響
、
対
策
は
調
査
術
協
会
②
調
査
期
間
は
十
一
月
か
ら
三
月
迄
の
冬
期

中
の
為
結
果
待
ち
、
保
安
林
解
除
に
つ
い
て
も
室
蘭
営
間
の
象
③
現
地
調
査
は
像
か
で
殆
ど
が
文
献
・
聴
取

林
署
は
何
も
知
ら
な
い
し
権
限
も
な
い
と
説
明
を
回
避
り
に
よ
る
も
の
で
、
地
質
調
査
も
行
わ
れ
た
形
跡
が
な

し
、
依
然
不
透
明
で
あ
っ
た
。
い
④
悪
条
件
を
隠
す
為
積
雪
量
を
水
増
し
て
い
る

そ
の
後
五
月
に
入
っ
て
環
境
調
査
の
結
果
が
出
た
も
⑤
入
込
者
数
も
明
確
な
根
拠
な
し
に
十
万
人
と
多
く
見

の
の
、
室
蘭
市
は
市
民
に
公
表
す
る
こ
と
を
渋
っ
た
。
込
ん
で
い
る
。

こ
の
為
我
々
は
室
蘭
市
に
対
し
公
開
の
説
明
会
開
催
を
な
ど
環
境
調
査
の
名
に
値
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
従

強
く
要
求
し
、
遂
に
同
月
十
九
日
室
蘭
市
主
催
の
説
明
っ
て
再
二
一
の
要
求
に
も
拘
ら
ず
ア
セ
ス
の
全
文
公
開
も

会
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
説
明
会
と
は
名
ば
か
り
、
口
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
公
開
拒
否
の
理
由
・
ア
セ
ス
は

一
顕
に
よ
る
数
値
羅
列
に
よ
る
紋
切
り
咽
の
説
明
、
質
問
保
安
林
解
除
ま
で
企
業
秘
密
で
あ
る
由
。
ア
セ
ス
が
企

’

’
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ー

業
秘
密
に
属
す
る
と
は
、
前
代
未
聞
）
。

そ
の
後
我
々
は
、
室
蘭
市
に
対
し
重
ね
て
説
明
と
話
一

し
合
い
を
求
め
る
一
方
、
市
民
に
対
し
て
は
ス
キ
ー
場
一

予
定
地
の
見
学
登
山
会
、
識
師
を
招
い
て
の
市
民
集
会
、
》

ビ
ラ
配
布
、
署
名
活
動
（
現
在
五
千
名
を
超
え
た
）
な
一

ど
を
通
し
て
理
解
と
協
力
を
求
め
る
運
動
を
続
け
て
き
一
去
年
春
、
売
り
上
げ
税
一
色
に
国
会
も
世
論
も
塗
り
の
周
辺
で
す
。
ま
さ
に
公
園
が
狙
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

た
。
そ
し
て
こ
の
粘
り
強
い
運
動
を
前
に
、
聯
業
腹
体
一
つ
ぶ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
裏
を
か
く
よ
う
に
リ
ゾ
計
画
の
内
容
は
い
ず
れ
も
似
た
り
よ
っ
た
り
で
、
ス
キ

は
六
十
二
年
十
二
月
全
面
オ
ー
プ
ン
を
断
念
し
、
計
画
－
１
ト
法
な
る
「
総
合
保
錐
地
域
幣
備
法
」
が
十
分
な
論
１
場
・
ゴ
ル
フ
場
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
が
ワ
ン

塞
奉
噸
走
窄
伽
平
岬
吋
尉
柿
州
帥
泳
岫
挫
鍬
恥
岬
竪
玲
一
蝿
鈍
舗
読
訶
城
塞
酔
溶
稲
和
六
十
二
年
六
月
九
日
付
官
セ
ッ
ト
で
す
。
そ
の
他
乗
馬
・
気
球
・
カ
ヌ
ー
な
ど
ア

ウ
ト
ド
ア
関
係
が
主
流
で
す
。
遊
び
な
が
ら
北
の
味
覚

一
リ
ソ
ー
ト
法
・
法
律
第
七
一
号
（
国
土
庁
）
の
一
条
を
楽
し
む
と
い
っ
た
具
合
に
。

計
画
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

国
民
の
休
暇
も
週
休
二
日
制
へ
と
向
か
い
つ
つ
あ
り

蛎
議
灌
議
謡
鰯
鯆
羅
縦
難
熱
蕊
鴛
憲
蕊
鑑
藷
蓬

に
控
え
て
い
る
。
『
子
供
た
ち
に
残
そ
う
室
側
の
大
一
用
し
て
滞
在
し
つ
つ
行
う
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
の
ま
ま
計
画
が
実
現
し
た
場
合
、
供
給
過
剰
で
共
倒
れ

自
然
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
我
点
は
自
然
破
壊
の
愚
か
一
ヨ
ン
、
教
養
文
化
活
動
、
休
養
、
集
会
等
の
多
様
な
活
は
免
れ
ま
せ
ん
。
企
業
が
倒
れ
る
こ
と
は
別
に
し
て
、

さ
を
訴
え
て
い
る
も
の
の
、
Ⅲ
先
の
利
益
に
取
り
つ
か
一
動
に
資
す
る
た
め
の
総
合
的
な
機
能
の
整
備
を
民
間
事
開
発
さ
れ
て
し
ま
っ
た
自
然
は
ど
う
な
る
の
で
し
よ

れ
た
行
政
・
猟
業
者
に
剛
ら
さ
れ
た
町
の
空
気
の
巾
一
業
者
の
能
力
の
活
用
に
重
点
を
置
き
つ
つ
促
進
す
る
Ｉ
ぅ
。
一
度
失
っ
た
自
然
を
復
元
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ

で
、
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
．
》
」
れ
か
ら
が
迎
剥
鮮
雌
秘
禦
鰕
蝦
騒
雛
灘
諦
雛
綴
製
謬
餓
唯
鰈
伽
舗
懲
溌
灘

動
の
真
価
を
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

職
麹
繩
後
雌
に
誇
り
柵
る
熱
慰
と
行
勤
を
も
そ
ｎ
一
蹄
蛎
撫
蝋
側
鰄
醗
雛
辮
繊
柵
す
．
人
間
が
そ
の
こ
と
に
気
付
い
た
時
は
手
遅
れ
な
の

》
て
、
そ
の
為
の
手
統
き
面
・
資
金
面
を
国
や
自
治
体
が
迷
、
石
炭
・
鉄
鋼
の
切
り
捨
て
政
策
等
経
済
の
落
ち
込

宅
剛
脇
の
向
然
を
守
る
会

一
ゞ
ハ
ッ
ク
ア
ッ
・
う
す
る
。
と
い
う
こ
と
で
す
。
観
光
業
者
み
は
ひ
ど
く
、
元
手
の
か
か
ら
ぬ
自
然
利
用
へ
と
向
っ

て
い
ま
す
。
経
済
の
建
て
直
し
は
安
直
な
方
法
で
は
な

偲
務
励
竈
剛
巾
港
北
町
圧
丁
Ⅱ
九
レ
ハ
爵
地
一
に
唯
◇
わ
ぽ
岬
輝
咋
甦
錘
岬
搬
叫
珪
卦
嘩
僻
雌
紗
計
画
が
く
、
土
地
各
々
の
特
性
に
合
っ
た
地
道
な
対
策
こ
そ
重

◇
↑
浦
進
〃
一
う
ち
出
さ
れ
、
す
で
に
着
手
さ
れ
た
所
も
多
く
あ
り
ま
要
で
す
。
ま
た
行
政
は
、
計
画
を
全
て
受
け
入
れ
る
以

》
す
。
特
に
広
大
な
面
職
と
良
好
な
自
然
環
境
を
有
す
る
前
に
「
北
海
道
の
土
地
利
用
計
画
」
な
い
し
、
リ
ゾ
ー

ー
北
海
道
は
狙
い
所
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
道
南
ト
開
発
の
規
制
・
基
準
を
も
う
け
る
べ
き
で
す
。
そ
の

一
・
道
東
に
七
十
六
カ
所
集
中
的
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
こ
と
は
自
然
破
壊
を
最
少
に
と
ど
め
る
上
で
も
、
共
倒

》
す
。
い
ず
れ
も
国
立
・
国
定
・
道
立
自
然
公
園
内
か
そ
れ
を
防
ぐ
う
え
で
も
急
務
と
い
え
ま
す
。
（
事
務
局
）

１

《
０
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七
月
二
十
二
日
設
立
し
た
「
千
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
放
水
路
問
題
の
経
過
と
資
料
紹
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
誠
実
さ
に
欠
け
る
役
人
の
作

歳
川
放
水
路
を
考
え
る
会
」
の
第
介
の
他
に
、
恵
庭
市
民
の
学
習
会
の
よ
う
す
や
、
日
本
文
的
回
答
し
か
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
実
り
の
な

一
回
の
エ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
放
水
野
鳥
の
会
が
東
京
で
開
催
し
た
「
ウ
ト
ナ
イ
湖
サ
ン
ク
い
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
的
な
や
り
と
り
は
意
味
が
な
い
と

路
が
農
業
に
及
ぼ
す
影
響
」
に
つ
チ
ュ
ァ
リ
を
守
る
緊
急
ア
ピ
ー
ル
集
会
」
の
よ
う
す
、
判
断
し
、
よ
り
住
民
運
動
的
な
方
向
を
目
指
す
べ
き
だ

い
て
の
識
演
会
会
場
の
植
苗
福
祉
同
じ
日
に
開
か
れ
た
北
海
道
開
発
審
議
会
の
決
定
等
八
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
今
回
の
農
業
問
題
を
テ
ー
マ
に

会
館
内
、
満
場
の
参
加
者
で
熱
気
月
下
句
頃
の
あ
わ
た
だ
し
い
動
き
に
つ
い
て
の
ト
ピ
ッ
し
た
集
会
開
催
を
試
み
た
わ
け
で
す
。

む
ん
む
ん
の
状
況
に
な
り
ま
し
ク
や
会
員
か
ら
の
意
見
投
稿
を
盛
り
込
ん
だ
充
実
し
た
十
一
月
十
二
日
の
夕
方
は
前
線
接
近
に
よ
る
雨
雲
が

た
。
内
容
に
な
り
ま
し
た
。
低
く
垂
れ
て
今
に
も
雨
に
な
り
そ
う
な
空
模
様
の
中
、

「
与
え
る
会
」
は
、
ど
の
既
成
そ
の
後
、
開
発
局
が
六
十
三
年
度
北
海
道
開
発
予
算
七
時
の
開
会
よ
り
も
三
十
分
位
早
く
、
数
名
の
「
考
え

団
体
に
も
楓
す
る
こ
と
な
く
、
独
の
中
に
八
億
円
の
着
手
予
算
を
概
算
要
求
し
た
こ
と
が
る
会
」
の
若
者
た
ち
と
会
場
設
営
に
出
か
け
ま
し
た
ｏ

ｎ
に
設
立
さ
れ
た
市
民
団
体
で
明
ら
か
に
な
り
、
「
考
え
る
会
」
は
そ
れ
に
対
応
し
て
あ
ら
か
た
の
設
営
が
終
わ
り
か
け
た
頃
か
ら
、
地
元
農

す
。
千
歳
川
放
水
路
と
い
う
化
け
開
発
局
に
対
し
て
五
項
目
に
つ
い
て
公
開
質
問
状
を
出
家
の
人
や
市
民
の
方
が
参
集
し
は
じ
め
、
講
師
の
神
山

物
の
よ
う
な
計
剛
が
簸
定
さ
れ
て
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
局
側
の
回
答
は
「
昭
和
先
生
（
北
大
工
学
部
）
、
小
高
先
生
（
農
業
先
端
技
術

以
来
、
大
き
な
自
然
改
変
を
伴
う
五
十
七
年
三
月
石
狩
川
水
系
工
事
基
本
計
画
の
中
で
決
研
究
会
）
と
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
八
木
会
長
等
が

開
発
行
為
に
つ
い
て
漠
然
と
し
た
定
さ
れ
て
お
り
」
そ
の
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、
千
歳
到
着
し
た
頃
に
は
ほ
ぼ
満
席
に
近
く
な
り
ま
し
た
ｏ

不
安
を
動
物
的
感
党
で
感
じ
と
つ
川
放
水
路
正
事
を
推
進
す
る
の
だ
、
と
い
う
硬
直
し
た
神
山
先
生
か
ら
は
「
千
歳
川
放
水
路
建
設
に
伴
う
諸

て
い
た
市
民
有
志
が
、
開
発
局
が
姿
勢
か
ら
一
歩
も
出
て
い
な
い
も
の
で
、
全
く
検
討
に
問
題
」
と
題
し
て
、
入
手
で
き
た
限
り
の
デ
ー
タ
と
図

尖
施
Ｌ
た
六
十
～
六
十
一
年
度
の
価
い
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
洪
水
表
を
示
し
て
、
放
水
路
計
画
が
策
定
さ
れ
た
背
景
や
も

環
境
調
企
概
嬰
と
、
ア
ゥ
ト
ラ
ィ
被
害
が
常
習
的
に
な
っ
て
い
る
長
沼
町
、
南
幌
町
一
円
し
計
画
通
り
に
建
設
さ
れ
た
場
合
の
地
下
水
位
の
低

ン
な
が
ら
も
プ
ラ
ニ
ン
グ
さ
れ
た
に
対
し
て
、
放
水
路
に
よ
っ
て
洪
水
被
害
を
解
消
で
き
下
、
海
水
の
内
陸
へ
の
浸
入
、
洪
水
の
な
い
平
常
時
の

掘
削
計
画
案
を
人
手
す
る
に
及
ん
る
か
の
疑
問
に
つ
い
て
は
全
く
具
体
的
に
回
答
で
き
な
嫌
気
性
の
停
滞
汚
水
の
滞
留
や
気
象
に
与
え
る
悪
影
響

で
、
一
気
に
「
考
え
る
会
」
の
設
い
も
の
で
し
た
。
（
八
月
二
十
六
日
、
太
平
洋
側
を
襲
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
解
説

逆
へ
と
結
集
し
た
も
の
で
、
全
く
っ
た
集
中
豪
雨
で
は
、
白
老
、
苫
小
牧
に
大
き
な
被
害
さ
れ
ま
し
た
。

の
空
手
空
拳
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
あ
っ
た
が
、
道
央
部
で
は
や
は
り
長
沼
、
南
幌
町
で
小
高
先
生
か
ら
は
、
北
農
試
稲
第
４
室
長
（
本
年
四

で
す
。
通
信
賛
と
し
て
納
入
し
て
田
畑
二
、
一
六
○
肥
が
冠
水
し
、
こ
の
豪
雨
に
よ
る
石
月
退
官
）
当
時
か
ら
の
北
海
道
稲
作
の
改
良
研
究
を
ふ

も
ら
っ
た
会
岱
で
発
行
し
た
会
報
狩
、
空
知
、
胆
振
管
内
の
冠
水
被
害
の
三
分
の
一
が
集
ま
え
て
、
減
反
政
策
に
よ
る
水
田
の
畑
作
転
換
が
洪
水

第
一
号
は
「
放
水
路
は
い
ら
な
い
中
し
て
お
り
、
こ
の
被
害
は
放
水
路
に
よ
っ
て
も
解
消
被
害
を
大
き
く
し
て
い
る
現
状
と
、
放
水
路
に
よ
る
気

／
・
」
と
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
ま
し
た
。
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
放
水
路
設
計
に
よ
っ
て
も
明
温
の
低
下
、
海
霧
の
侵
入
と
川
霧
の
発
生
等
、
農
業
に

た
か
だ
か
八
頁
建
て
の
会
報
な
の
ら
か
で
あ
る
）
与
え
る
悪
影
響
に
つ
い
て
警
告
を
な
さ
れ
ま
し
た
ｏ

で
、
多
く
を
盛
り
込
む
こ
と
は
で
「
考
え
る
会
」
で
こ
の
回
答
を
一
応
検
討
は
し
て
み
質
疑
応
答
、
討
論
に
入
っ
て
か
ら
は
地
元
酪
農
家
の

－5－
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人
か
ら
（
全
戸
参
加
）
多
く
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、

開
発
局
で
は
農
業
に
被
害
が
発
生
し
た
ら
補
償
を
す
る

と
口
を
す
べ
ら
せ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
全
く
あ
て
に

な
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
過
去
の
農
業
被
詳
訴
訟
で

も
そ
れ
が
果
た
さ
れ
た
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
を
見
て

も
明
ら
か
で
あ
る
と
か
、
開
発
側
か
ら
現
地
説
明
会
を

開
か
せ
て
く
れ
と
申
し
入
れ
る
が
あ
る
が
、
「
現
地
説

明
会
を
開
い
て
地
元
の
理
解
を
得
ら
れ
た
」
と
す
る
口

実
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
開
催
の
応
否

の
返
答
を
し
て
い
な
い
の
だ
と
い
っ
た
、
し
た
た
か
な

農
民
魂
の
披
露
が
あ
っ
て
、
艇
家
以
外
の
市
民
に
も
共

感
を
与
え
た
こ
と
で
し
た
。

妓
後
に
八
木
会
長
か
ら
、
大
蔵
当
局
に
対
し
て
予
算

査
定
に
当
た
っ
て
、
地
・
北
自
治
体
及
び
議
会
（
苫
小
牧

市
・
早
来
町
）
の
反
対
が
あ
り
、
多
く
の
自
然
保
謹
団

、
4

、

会
一

？） 卜より）
(千歳川放水路を考える会のバンフレツ
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耐
北
自
連
八
七
’
三

北
自
連
八
七
’
四

然
別
湖
の
自
然
を
考
え
る
会

“
一
九
八
七
年
十
月
十
六
日

北
海
道
自
然
保
謹
連
合

一
九
八
七
年
十
二
月
五
日

代
表
崎
野
隆
一
郎

代
表
瀬
川
深

環
境
庁
長
官
堀
内
俊
夫
殿

㈱
北
海
道
自
然
保
謹
協
会

恥
北
海
通
知
砺
椣
路
孝
弘
殿
会
長
八
木
健
三

⑳
北
海
道
自
然
保
謹
協
会

北
海
道
自
然
保
鯉
連
合

、

会
長
八
木
睡
三

代
表
瀬
川
潔

、伽

然
別
湖
の
自
然
を
考
え
る
会

帥

代
表
崎
野
睡
一
郎

環
境
特
別
委
員
会
会
醗
に
お
け
る
自
然
保
謹
に
係
る
質
問
に
対
す
る
政
府
委
員
の
答
弁
に
つ
い
て

聿
日
岬
適
適
士
幌
・
然
別
湖
綴
の
工
唾
停
止
を
求
め
る
冨
然
保
鍾
三
団
体
迎
合
の
要
瞬
軍
艦
鶏
駄
鯉
瀧
綴
癖
諭
霊
齢
蕊
第
賎
蕊
誠
鑿
騨
砕
詣
率

日
鹿
追
町
で
行
わ
れ
た
「
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
ー
開
発
と
自
然
保
睡
」
に
お
き
ま
し
て
も
重
大
な
問
題
点
が
含
ま
れ

叩岬
大
畑
山
脚
立
公
園
の
南
端
山
届
部
を
湖
遇
す
る
逝
道
士
幌
・
然
別
湖
線
が
国
民
共
有
の
画
諏
な
自
然
を
破
壊
て
い
る
こ
と
が
参
会
者
一
同
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、
こ
の
問
題
を
世
輪
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
と

文
篁
薩
篭
蒸
羨
灘
蕊
繊
耀
蕊
譲
難
＆
鯰
簾
鱸
蕊
悪
霊
簾
…
蕊
議
の
蔭
雲
鼠
箇

皿
然
別
湖
の
自
然
を
老
き
き
蒜
三
団
体
が
共
同
で
北
海
道
帝
広
土
木
現
業
所
長
に
提
出
し
て
い
る
。
し
か
る
に

皿
噸
淵
肋
ば
刷
迩
の
正
蛎
中
止
碓
卜
九
年
葬
一
へ
た
現
在
に
し
て
工
耶
を
再
附
し
同
道
を
開
通
さ
せ
る
方
針
を
変
え
部
会
長
（
当
時
）
の
談
話
の
趣
旨
が
今
で
も
生
き
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。

叩
一
｝
、
一
▲
、
、

す
な
わ
ち
こ
の
質
問
は
、
特
定
の
案
件
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
国
立
公
函
内
の
道
路
の
建
駿
に
つ
い
て

出
咄
數
一
贈
噸
剛
臘
…
ｉ
Ｘ
；
う
む
シ
菫
寅
Ｉ
よ
び
爽
熱
山
一
”
”
蔦
司
の
蕊
奉
に
か
か
わ
畠
奇
麗
を
っ
潅
鬮
で
弱
り
手
こ
れ
に
謝
し
て
畠
箪
介
蔦
《

伽
敏
固
唾
挫
隙
生
的
自
然
が
職
か
Ｆ
樋
さ
れ
た
Ｌ
と
ろ
で
あ
り
、
あ
と
え
ば
コ
マ
ク
サ
な
ど
高
山
植
物
の
群
落
が
輿
（
環
境
庁
自
然
保
謹
局
長
ｌ
当
時
）
は
「
現
在
に
お
き
ま
し
て
も
こ
の
験
括
を
踏
ま
え
て
対
処
を
し
て
い
ま

翼
撚
睡
蓮
魏
翌
驍
藤
潔
騨
溌
醗
鯉
謝
縣
雅
朧
蕊
蒸
篭
鍜
籠
菫
驍
籠
醗
鯰
繩
建
轤
瀦
雛
鶏
濡
一

提
鰹
譽
兼
＃
§
唯
侭
う
べ
皐
菖
；
季
…
し
て
繼
惟
に
唇
蘂
勇
蓄
で
“
”
聴
鍵
の
辮
露
可
に
噸
犬
橇
驚
薑
蕊
嶬
し
う
雪
冒
塗
濤
ぃ
雲
し
庭
，

。
｜
両
一
〃
馳
陛
は
＃
野
か
ら
然
淵
に
い
た
る
＃
罐
蝿
さ
れ
て
癒
り
遡
適
士
鵬
然
淵
線
て
謹
蕊
艘
撫
繩
蕊
髄
轤
蕊
樫
凝
議
霧
騨
蝶
糖
一

の
灘
溌
繩
難
灘
騨
識
鐡
霧
灘
蕊
難
謹
蕊
篝

来
こ
の
道
路
計
画
に
不
許
可
の
結
鏡
を
出
す
予
定
で
あ
っ
た
、
自
然
環
境
保
全
審
議
会
の
林
公
図
部
会
長
が
、

叩
同
道
の
越
投
を
喫
求
し
た
士
幌
町
は
今
隆
、
大
珂
山
系
の
鐵
祇
な
自
然
を
聾
用
し
た
瀦
在
型
観
光
の
開
発
に
力
談
話
の
輔
神
は
、
以
後
の
す
べ
て
の
国
立
公
園
内
の
道
路
新
殴
を
津
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
然
道
道
士
幌
然
別

合
哩
霞
簾
簿
爆
＃
言
確
細
四
十
八
郎
廻
鵬
爵
が
職
し
た
大
＃
通
公
卿
の
中
央
灘
籠
議
龍
篤
篭
竪
鼈
蕊
輯
蕊
諦
灘
鷆
蕊

岬
部
を
通
る
開
発
通
道
忠
別
・
滴
水
線
、
い
わ
ゆ
る
大
呵
縦
貫
道
の
趣
投
に
つ
い
て
審
繊
し
た
隙
、
林
修
三
自
然
も
反
対
決
議
（
昭
和
四
十
八
年
五
月
三
十
日
）
を
し
て
い
る
い
わ
く
つ
き
の
道
路
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
四

岬
公
園
部
会
長
ら
の
蔵
兇
阿
と
し
て
①
国
立
公
函
等
に
お
け
る
通
路
新
投
は
、
そ
の
道
路
が
社
会
的
に
ぜ
ひ
必
要
十
七
年
二
月
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
十
五
年
間
の
永
き
に
わ
た
っ
て
工
率
が
中
止
さ
れ
て
き
た
経
過
が
あ
り

連
磯
》
辮
蕊
艤
蕊
灘
識
惑
識
鍵
繊
蘂
驚
讓
澤
菫
聰
鶚
義
鶏
簔
ミ
の
爵
が
塁
㈱

皿
国
で
は
厳
守
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
林
談
話
は
、
そ
の
以
前
の
無
軌
道
な
国
立
公
園
内
の
道
路
建
設
へ
の
深
い
反
省
に
た
っ
て
の
談
鑑
で
あ
り
、

皿
近
辺
に
既
存
の
道
路
数
本
を
有
す
る
大
呵
山
国
立
公
園
南
部
に
お
い
て
、
あ
ま
つ
さ
え
猪
市
民
の
反
対
で
十
そ
の
直
後
に
制
定
さ
れ
た
「
自
然
環
境
保
全
基
本
方
針
」
（
四
八
・
二
・
六
）
と
そ
の
理
念
を
一
に
す
る
も

小
五
犀
帥
に
工
噸
が
中
止
さ
れ
た
適
迦
士
幌
・
然
別
湖
線
の
工
事
が
再
開
さ
せ
開
通
さ
せ
る
が
ご
と
き
の
行
為
の
で
あ
り
ま
す
。

叩
は
、
こ
の
国
民
的
喚
澗
に
全
く
反
し
て
お
り
、
も
し
実
行
さ
れ
る
な
ら
、
そ
の
実
行
者
は
俊
代
に
ま
で
そ
の
黄
故
に
、
そ
の
以
前
に
「
許
認
可
」
の
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
現
在
な
お
趣
股
さ
れ
て
お
ら
な
い
通
路
を
、

伽
任
を
負
う
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
林
談
話
と
異
な
る
基
迦
で
処
理
せ
ん
と
す
る
発
言
が
、
環
境
庁
の
自
然
保
睡
局
長
の
発
奮
と
し
て
現
わ
れ
た
こ

小
以
上
の
諾
理
由
か
ら
国
民
の
垂
同
的
業
務
を
委
任
せ
ら
れ
て
い
る
関
係
各
位
に
お
か
れ
て
は
同
道
の
工
率
を
と
に
つ
い
て
は
、
深
い
遺
懇
の
意
を
表
し
、
強
く
抗
蟻
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

岬
停
止
す
る
の
は
も
と
よ
り
、
同
道
の
躍
定
を
取
り
消
し
、
す
で
に
荒
廃
さ
せ
ら
れ
た
国
立
公
園
内
雷
工
部
分
の
し
か
も
、
今
回
の
実
施
案
は
、
当
初
案
を
変
更
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
審
査
は
、
改
め
て
、
根
本
的
に
林

岬
自
然
復
元
を
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
要
調
す
る
。
談
話
の
穂
神
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
と
に
強
く
主
張
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

●

●
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一

先
日
テ
レ
ビ
で
知
床
国
有
林
の
伐
採
と
い

う
一
一
ユ
ー
ス
を
見
て
、
一
種
の
憤
り
を
感
じ

知
床
へ
は
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
あ
こ
が
れ
の
地
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま

す
。
あ
と
十
年
も
す
れ
ば
子
供
述
も
成
長
し
、

一
緒
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
時
に
、
陽
つ
い
た
知
床
の
姿
を
見

せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
は
力
強
い
回
復

力
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち

の
眼
前
か
ら
消
え
て
い
く
森
は
、
再
び
そ
の

姿
を
見
る
の
に
、
そ
の
場
所
を
手
つ
か
ず
の

ま
ま
に
し
て
お
い
た
と
し
て
も
、
一
個
の
人

間
の
幾
十
倍
の
時
を
要
す
る
で
し
ょ
う
。
い

ろ
い
ろ
な
運
動
が
ひ
と
つ
の
大
き
な
力
と
な

っ
て
、
知
床
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
を
、
子

孫
の
た
め
に
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

（
千
葉
県
・
男
性
）

年
十
月
十
九
日
）
、
環
境
庁
の
諮
問
織
関
で
あ
る
自
然
環
境
保
全
審
議
会
の
林
は
ほ
と
ん
ど
予
防
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
計
画
が
通
る
た
め
の
ト
ン
ネ

修
三
自
然
公
函
部
会
長
は
、
国
立
公
画
に
お
け
る
道
路
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
ル
で
す
。
ま
た
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
建
設
に
よ
っ
て
、
建
設
費
用
は
当
然
い
っ
そ

然
別
湖
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
「
そ
の
道
路
が
是
非
必
要
で
あ
り
、
他
に
代
わ
る
適
切
な
手
段
が
見
出
せ
な
い
う
巨
額
な
も
の
と
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
道
民
に
は
こ
の
負
担
を
負
わ
れ
ば
な

こ
と
」
が
前
提
で
あ
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
そ
の
場
合
で
も
、
自
然
環
境
保
全
の
ら
な
い
「
正
当
な
理
由
」
を
全
く
見
出
せ
ま
せ
ん
。

一
九
八
七
年
十
二
月
五
日
た
め
の
厳
し
い
措
腫
を
必
要
と
す
る
四
麺
の
地
域
を
明
示
さ
れ
ま
し
た
。
い
今
回
の
建
設
再
開
計
画
と
時
を
一
つ
に
し
て
、
や
は
り
昭
和
四
十
八
年

社
団
法
人
北
海
道
自
然
保
謹
協
会
こ
の
林
談
話
は
、
い
わ
ば
国
立
公
園
内
の
道
路
計
画
の
憲
法
と
も
い
う
べ
き
に
開
発
庁
が
申
鏑
を
取
り
下
げ
た
は
ず
の
大
趣
縦
貫
道
が
浮
上
し
て
き
た
事
実

北
海
道
自
然
保
謹
連
合
原
則
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
然
、
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
の
道
路
の
建
設
可
の
背
景
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ゾ
ー
ト
法
」
の
成
立
と
こ
の
法
を
利
用
し
て
、
地

然
別
湖
の
自
然
を
考
え
る
会
否
を
判
断
す
る
基
準
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
は
、
林
談
話
が
指
域
活
性
化
の
名
目
の
も
と
に
、
本
迦
の
残
り
少
な
い
原
生
的
自
然
を
そ
の
殿
後

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
開
発
と
自
然
保
謹
」
参
加
者
一
同
摘
す
る
四
麺
の
地
域
を
全
部
一
身
に
統
合
し
て
い
ま
す
。
の
一
片
ま
で
搾
り
取
ろ
う
と
す
る
大
手
観
光
資
本
そ
の
他
の
計
画
が
あ
り
ま

と
こ
ろ
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
報
告
画
の
な
か
の
「
事
業
の
目
的
」
は
、
こ
の
道
す
。

北
海
道
土
木
部
は
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
、
昭
和
四
十
七
年
以
来
路
が
「
然
別
湖
畔
に
と
っ
て
自
然
災
害
、
交
通
事
故
、
そ
の
他
緊
急
駆
態
の
発
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
が
も
し
国
立
公
函
内
の
特
別
地
域
に
ま
で
、
こ
の
よ

＋
五
年
間
に
わ
た
っ
て
工
事
が
中
止
さ
れ
て
き
た
「
道
道
士
幌
然
別
湖
線
」
の
生
な
ど
に
弾
力
的
に
対
応
で
き
る
代
替
ル
ー
ト
あ
る
い
は
迂
回
ル
ー
ト
と
し
て
う
な
正
当
な
根
拠
の
な
い
道
路
の
新
股
を
許
す
な
ら
ば
、
こ
の
あ
と
で
は
ど
ん

「
未
開
通
区
間
」
二
・
六
少
版
の
新
ル
ー
ト
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
報
告
雷
を
発
表
虚
要
」
（
Ｐ
三
一
）
で
あ
る
と
強
鯛
し
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
こ
の
よ
う
な
頭
な
自
然
破
壊
も
大
手
を
振
っ
て
ま
か
り
通
る
こ
と
と
な
り
、
林
麟
溌
は
一
片
の

し
ま
し
た
．
態
に
は
現
在
の
鹿
追
繊
平
線
で
十
分
で
あ
り
、
湖
畔
の
人
び
と
は
こ
の
間
新
空
文
に
蝿
す
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

通
土
木
部
は
、
新
ル
ー
ト
は
当
初
計
画
に
な
か
っ
た
六
五
五
溺
の
ト
ン
ネ
ル
た
な
通
路
の
必
要
を
誰
ひ
と
り
申
し
立
て
て
は
お
り
ま
せ
々
（
湖
畔
か
ら
鹿
こ
の
こ
と
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
亟
大
で
す
。
知
床
の
国
有
林
の
こ
れ
以
上

開
さ
く
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
然
環
境
へ
の
影
綴
は
「
躍
小
限
に
抑
え
う
る
」
と
追
漣
平
線
で
鹿
追
町
役
場
ま
で
二
九
キ
ロ
、
藤
平
町
ま
で
一
三
キ
ロ
、
銑
画
線
の
伐
採
を
食
い
止
め
た
私
た
ち
道
民
は
、
道
内
の
国
立
公
園
の
保
鯉
に
つ
い
て
、

主
張
し
、
早
期
笹
工
を
急
い
で
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
玄
し
か
し
、
十
二
月
五
で
士
幌
町
役
場
ま
で
一
三
キ
ｇ
全
国
民
に
貿
任
を
負
っ
て
い
ま
寛

日
、
鹿
追
町
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
渠
ま
っ
た
私
た
ち
は
、
こ
の
問
題
逆
に
、
新
迩
の
開
発
に
よ
る
遭
遇
交
通
の
埴
加
こ
そ
が
、
山
火
頭
な
ど
を
ひ
以
上
の
理
由
か
ら
私
た
ち
は
次
の
こ
と
を
然
別
湖
畔
か
ら
よ
び
か
け
ま
寛

を
真
剣
に
検
肘
し
た
の
ち
、
次
の
ア
ピ
ー
ル
を
槻
路
知
頭
と
道
土
木
部
の
皆
さ
き
お
こ
す
危
険
を
い
っ
そ
う
姻
大
さ
せ
る
も
の
で
玄
ま
た
、
報
告
宙
は
『
湖
①
樹
路
知
噸
と
週
土
木
部
憾
、
正
当
な
根
拠
な
く
、
逆
に
今
後
の
自
然
砥
鯉
一

ん
、
堀
内
環
境
庁
長
實
地
一
空
一
町
の
智
さ
ん
と
道
民
の
題
さ
ん
す
べ
て
に
よ
畔
と
士
幌
町
と
を
連
絡
す
る
幹
線
通
路
の
必
要
冠
ど
を
述
べ
て
お
り
ま
す
鰯
に
道
を
ひ
ら
く
だ
け
の
危
険
な
今
回
の
道
路
猷
画
を
た
だ
ち
に
中
止
さ
れ
る
８

び
か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
．
こ
の
針
画
通
路
の
す
ぐ
南
に
は
通
道
本
別
新
得
線
が
あ
り
、
新
遡
は
士
幌
町
と
こ
と
。

ま
た
、
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
報
告
密
に
対
す
る
意
見
画
を
提
湖
畔
と
を
結
ぶ
上
で
、
自
動
車
で
せ
い
ぜ
い
十
敵
分
を
短
縮
で
き
る
程
度
の
も
②
環
境
庁
は
、
林
醗
臓
の
原
則
に
も
と
づ
き
、
こ
の
計
面
を
厳
正
に
再
審
査
一

出
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
ア
ピ
ー
ル
は
通
に
対
す
る
私
た
ち
の
共
同
の
意
見
雷
の
に
ま
ぎ
ま
せ
々
そ
も
そ
も
二
十
五
年
削
に
、
山
火
躯
防
止
等
を
理
由
に
始
さ
れ
、
計
画
の
中
止
を
勧
告
さ
れ
る
乙
鼻
忍
拘
今
回
は
飲
画
が
媛
正
さ

と
も
い
た
し
ま
す
。
ま
っ
た
本
通
路
識
画
は
、
現
在
は
通
用
し
な
い
の
で
玄
し
た
が
っ
て
、
こ
の
れ
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
再
審
査
ば
当
然
不
可
欠
の
は
ず
で
あ
ゑ
）

私
た
ち
は
次
の
理
由
か
ら
通
通
士
幌
然
別
湖
線
の
建
殴
再
開
針
画
に
対
し
、
通
路
が
星
非
必
要
で
、
他
に
代
わ
る
適
切
な
手
段
が
見
出
せ
な
じ
と
い
う
③
士
幌
町
上
土
幌
呵
鹿
追
町
三
町
の
皆
さ
内
議
た
ち
は
、
富
さ
ん
が

強
く
反
対
い
た
し
ま
す
。
理
由
は
、
ど
う
強
弁
し
て
も
成
り
立
ち
ま
せ
ん
．
以
上
の
私
た
ち
の
鱗
え
の
趣
旨
を
十
分
に
理
解
さ
れ
て
、
こ
の
遡
路
の
開
削
に

①
こ
の
道
路
が
通
過
す
る
地
域
の
全
体
は
、
大
画
山
国
立
公
園
内
の
第
一
⑤
逆
に
こ
の
道
路
の
建
殴
は
、
人
跡
が
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
な
い
こ
の
特
反
対
さ
れ
、
こ
の
貿
麓
な
然
別
湖
周
辺
の
自
然
を
保
全
し
つ
つ
、
そ
れ
を
生
か

籾
・
露
三
組
特
別
地
域
に
鹿
し
、
こ
の
公
園
東
部
の
自
然
の
凝
縮
と
も
い
う
べ
別
地
域
の
原
生
的
自
然
と
そ
の
生
態
系
を
人
工
的
に
引
き
裂
き
、
工
率
に
よ
っ
す
翼
の
地
域
活
性
化
の
通
を
全
住
民
の
力
で
新
た
に
騨
想
さ
れ
ま
す
こ
と
を

き
賀
魎
な
北
海
道
の
原
生
的
自
然
の
宝
皿
で
す
。
と
り
わ
け
、
そ
の
采
開
通
て
大
規
模
に
破
壊
し
、
さ
ら
に
完
成
後
は
、
通
過
客
が
そ
の
道
路
か
ら
自
由
に
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
支
私
た
ち
省
出
来
る
だ
け
の
協
力
を
惜
し
み
ま

区
凹
に
あ
た
る
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
ヌ
ブ
リ
と
白
雲
山
に
囲
ま
れ
た
地
帝
は
、
天
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
を
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
辺
の
せ
ん

然
記
念
物
の
蝶
カ
ラ
フ
ト
ル
リ
シ
ジ
ミ
や
珍
し
い
コ
マ
ク
サ
群
落
が
多
く
兇
ら
動
植
物
に
新
た
な
人
為
的
破
鯉
を
も
た
ら
す
危
険
を
つ
み
だ
し
ま
す
（
こ
の
報
④
道
民
の
皆
さ
ん
、
今
回
の
道
路
計
画
が
国
立
公
図
内
の
も
の
で
あ
る
以
上
、

れ
、
ま
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
報
告
濟
に
よ
っ
て
も
、
氷
河
時
代
か
ら
の
生
き
洩
り
告
宙
に
よ
っ
て
も
、
計
画
道
路
面
か
ら
ハ
イ
マ
ツ
ー
コ
ケ
モ
モ
群
落
ナ
キ
ウ
全
国
民
が
問
題
の
当
事
者
で
す
が
、
と
り
わ
け
道
費
を
負
担
し
て
い
る
私
た
ち

で
あ
る
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
「
分
布
の
鯉
中
城
」
（
Ｐ
五
十
二
一
）
に
あ
た
り
ま
す
”
サ
ギ
生
思
地
な
ど
は
倣
々
数
十
メ
ー
ト
ル
の
近
さ
に
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
）
。
道
民
は
、
道
誕
を
用
い
て
行
う
道
道
建
設
に
は
、
も
っ
と
も
直
接
的
な
関
係
者

こ
の
た
め
、
州
籾
山
卜
し
確
信
ほ
こ
の
迩
蹄
の
遮
投
Ｆ
反
対
す
る
世
鯛
が
強
く

な
お
ア
セ
ス
メ
ン
ト
報
告
密
で
は
、
計
画
道
路
面
の
自
然
破
鯉
と
し
て
の
評
で
す
。

お
こ
い
、
州
ト
バ
脈
施
Ｍ
Ｅ
鉱
、
蝿
辿
町
磯
金
も
腫
対
を
凝
磯
し
、
迦
は
以
碓
価
雄
郡
に
も
」
｝
づ
く
評
点
は
、
周
辺
に
比
較
し
て
、
著
し
く
低
く
な
っ
て
い
ま
危
機
に
瀕
し
て
い
る
本
道
の
自
然
を
守
り
、
次
の
世
代
に
確
実
に
伝
え
る
た

卜
八
郎
Ⅲ
、
こ
の
醐
蹄
の
遮
織
率
服
比
し
て
き
ま
し
た
“
こ
の
こ
と
峰
こ
の
す
が
、
こ
れ
は
こ
の
計
画
道
路
節
が
昭
和
四
十
一
年
、
道
に
貸
与
さ
れ
た
の
ち
め
に
、
こ
の
道
路
の
建
殴
に
反
対
し
ま
し
ょ
う
！

雄
山
卜
・
へ
年
卜
川
十
九
Ｈ
に
器
方
噸
か
一
旬
の
睡
吋
で
北
海
迦
州
発
庁
が
大
に
伐
州
さ
れ
た
た
め
で
あ
つ
一
里
、
報
告
雷
は
こ
の
砺
実
を
故
意
に
伏
せ
て
い
ま

蝿
縦
断
迦
叶
伽
率
吸
い
ド
げ
た
こ
』
一
』
同
即
迩
主
夫
最
秘
勺
も
、
自
然
を
守
す
．
ま
た
、
こ
の
通
路
は
士
幌
ｌ
然
別
湖
畔
間
の
単
な
る
通
過
道
路
で
す
か
ら
、

一
勺
闘
珊
な
描
瞳
で
あ
っ
た
、
」
紅
た
だ
は
据
え
ま
す
地
域
の
繩
済
的
活
性
化
に
画
献
す
る
と
い
一
つ
曝
崎
も
全
く
な
い
、
と
考
え
ら
れ

②
大
州
縦
画
迩
緋
晒
を
迩
州
充
庁
が
取
り
ド
げ
進
一
の
日
（
昭
和
四
十
八
ま
ず
“
六
五
五
メ
ー
ト
ル
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
は
、
こ
の
自
然
破
麹
を
根
本
的
に

、
、
．
、

先
般
、
地
〃
選
驍
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

熊
本
は
、
政
争
県
と
し
て
打
名
で
す
が
、
私

は
は
る
か
か
な
た
の
斜
里
長
選
に
、
熱
い
ま

な
ざ
し
を
そ
そ
い
で
お
り
ま
し
た
。
当
地
の

新
聞
に
ま
で
、
ｎ
然
保
繼
派
の
午
来
さ
ん
の

当
選
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
と
き
、
ど
ん
な

に
か
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
熊
本
県
・
男
性
）

一

緑
も
、
ト
キ
の
繁
煎
実
験
も
実
に
虚
し
い
も

人
が
人
間
の
鎖
で
囲
み
ま
し
た
。
午
後
か
ら

の
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
も

は
女
た
ち
の
マ
ラ
ソ
ン
ト
ー
ク
に
入
い
り
ま

南
北
か
ら
ヤ
マ
ト
を
問
う

っ
と
早
く
手
を
打
た
な
か
っ
た
の
で
し
よ

す
が
右
翼
の
妨
害
に
あ
い
予
定
通
り
に
は
い

う
か
。
本
当
に
か
け
が
え
の
な
い
も
の
を
失
九
月
二
十
五
日
札
幌
で
、
西
山
正
啓
監
督
き
ま
せ
ん
。
私
服
警
察
と
記
録
遜
は
約
三
十

つ
た
と
気
づ
く
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
び
と

の
「
ゆ
ん
た
ん
ざ
」
上
映
会
、
十
月
一
日
に
、
名
。
子
ど
も
連
れ
の
母
親
・
妊
婦
も
参
加
す

な
の
で
す
。
目
先
の
利
益
だ
け
を
追
い
か
け
は
沖
縄
大
学
学
長
・
新
崎
盛
暉
氏
の
講
演
が
る
私
た
ち
に
ぴ
っ
た
り
は
り
つ
い
て
い
ま
し

て
行
っ
て
い
る
今
の
行
為
が
、
い
か
に
エ
ゴ
あ
り
ま
し
た
。
海
邦
国
体
を
前
に
沖
縄
の
ゆ
た
。
彼
ら
審
察
は
右
翼
を
排
除
す
る
ど
こ
ろ

だ
け
で
ば
か
げ
た
こ
と
か
と
気
づ
く
の
は
、
れ
る
心
、
特
に
天
皇
制
の
象
徴
で
あ
る
「
日
か
市
民
に
対
時
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

人
間
も
生
態
系
の
一
部
だ
と
気
づ
い
た
そ
の
の
丸
」
「
君
が
代
」
を
め
ぐ
っ
て
読
谷
村
り
ま
し
た
。
梅
力
や
妨
害
に
く
じ
け
る
こ
と

と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
よ
ゑ
た
ん
そ
ん
）
村
民
の
動
き
を
追
っ
て
な
く
こ
れ
か
ら
も
反
核
の
う
ね
り
は
大
き
く

（
新
潟
県
・
男
性
）
い
ま
す
。
卒
業
式
に
日
の
丸
を
あ
げ
ま
い
と
な
り
喪
す
。

す
る
村
民
。
教
育
委
員
会
の
指
令
だ
か
ら
と

非
鐸
輕
喧
立
沁
些
露
座

新
聞
な
ど
で
北
海
道
知
床
の
原
生
林
の
伐
い
う
校
長
。
卒
業
式
当
日
、
ミ
名
の
女
子
高
一

採
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
森
を
穰
承
生
が
壇
上
に
上
が
り
泣
き
な
が
ら
日
の
丸
を
「
世
界
か
ら
核
を
な
く
す
会
」
の
主
催
で
９

家
と
す
る
鳥
や
け
も
の
た
ち
の
住
居
を
奪
引
き
ず
り
お
ろ
し
捨
て
る
と
い
う
行
動
に
出
十
一
月
か
ら
月
一
回
の
文
化
識
座
が
開
か
れ
一

い
、
餌
を
奪
っ
て
生
活
で
き
な
く
な
る
こ
と
ま
す
。
戦
後
四
十
数
年
、
烈
火
の
ま
つ
た
だ
て
い
ま
す
。
核
の
根
っ
こ
は
日
常
生
活
の
い

も
伺
い
ま
し
た
。
生
物
の
種
も
消
え
る
か
も
中
に
お
か
れ
た
沖
縄
。
読
売
村
は
米
軍
が
最
た
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
十
一
月

し
れ
な
い
と
聞
き
ま
し
た
。
恐
ろ
し
い
気
が
初
に
上
陸
し
た
村
で
す
。
い
わ
ば
本
土
の
儀
「
私
た
ち
が
抱
え
て
い
る
問
題
」
（
田
中
明

致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
の
も
の
だ
け
で
牲
と
な
っ
た
の
が
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
ー
で
す
。

子
）
、
十
二
月
「
食
卓
か
ら
見
え
る
世
界
」

な
い
、
世
界
の
も
の
、
未
来
の
も
の
な
の
だ
戦
争
責
任
を
問
う
こ
と
な
く
国
体
に
よ
り
過
（
伊
藤
ゑ
え
子
）
、
一
月
「
差
別
と
人
櫓
」

と
思
い
ま
し
た
。
戦
前
多
く
の
木
が
切
ら
れ
去
を
も
ゑ
消
す
こ
と
は
、
血
で
あ
が
な
っ
た

（
林
炳
澤
）
、
二
月
「
ス
パ
イ
防
止
法
と
は

ま
し
た
。
自
然
の
森
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
歴
史
を
も
消
し
去
ろ
う
と
い
う
暴
挙
で
す
。

何
か
」
（
伊
藤
秀
子
）
と
続
き
、
三
月
は

戦
争
だ
っ
た
か
ら
し
か
た
な
か
っ
た
の
で
こ
の
こ
と
は
ア
ィ
ヌ
モ
シ
リ
に
お
け
る
ア
イ
「
暮
ら
し
を
洗
お
う
／
●
」
、
四
月
「
原
発
・

す
。
今
は
、
人
も
生
物
も
共
存
し
て
い
く
べ
ヌ
民
族
へ
の
侵
略
と
差
別
に
も
つ
な
が
り
ま

海
外
事
簡
」
と
進
致
室
す
。
チ
ェ
ル
ノ
プ
イ

き
で
す
。
そ
れ
が
平
和
と
い
う
も
の
と
思
い
す
。

リ
原
発
事
故
後
全
国
の
反
原
発
世
論
は
七
割

ま
す
。
ど
う
ぞ
木
を
、
鳥
を
助
け
て
く
だ
さ

川
・
妬
反
原
子
力
の
日

近
く
に
達
し
ま
し
た
。
核
を
必
要
と
し
な
い

い
◎

社
会
を
多
く
の
人
び
と
が
願
い
．
考
え
・
行

（
岩
手
県
・
女
性
）
十
月
二
十
六
日
政
府
は
「
原
子
力
の
日
」

動
し
は
じ
め
て
い
る
の
で
す
。

と
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
「
反
原
子
力
の
日
」

と
し
て
位
腫
づ
け
て
全
国
各
地
で
行
動
を
起

ま
し
』
画
一
娠
略
）
な
ぜ
動
物
で
あ
る
人
間

が
、
も
っ
と
自
然
と
共
存
し
よ
う
と
思
わ
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
今
の
私
に
は
、
都
会
の

’

●

１
１

こ
し
て
い
ま
ｆ
原
発
も
核
廃
棄
物
も
核
兵

器
も
い
ら
な
い
平
和
で
健
康
な
社
会
を
め
ざ

し
て
。
札
幌
で
は
北
海
道
電
力
本
社
を
五
百

｜
ヤ

’

’

｜

’

I

1
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へ

○世界から核をなくす会識演会

○士幌高原道路について対道交渉（瀬川
．、中）

○「遊道士幌・然別湖線の工率停止を求
める自然保謹3団体連合の要諦」醤を
道に提出

1万人フェスティバル世話人会
○札幌の自然を守る会会議

○「反原子力の日」行動。人間の鎖・女
たちのマラソントーク

○1万人フェステ.イバル世話人会
○鋳助会員のつど↓、 ．東京(瀬川・田中）
○国会議員・環境庁・林野庁と面談（瀬
川・田中）

○健助会員のつども、 ．大阪(瀬川・田中）
○肚界から核をなくす会・文化識座で識
演（田中）

○くらしを洗おう石けん運動会議
○札幌の自然を守る会会談

○1万人フェスティバル・ 「ハーフラィ
フ」上映打合せ

○日弁連主催パネルディスカッション
「知床の森を考える」 （瀬川･m中）
○幌延問題現地交流会(I11中）
○泊原発について会識他
○同 上

○然別湖周辺伐採問題について帯広営林
支局長と話し合い（瀬川．、中）
○士幌商原道路問題で現地集会（鹿追町
にて，瀬川・田中）

○同上現地視察

○くらしを洗おう石けん運動の総会
○泊原発につ↓､て会議
O札幌の自然を守る会会議

○泊原発につ↓､て市民集会（恥1）
○1万人フェスティバル世話人会
○「環境特別委員会会議における自然保
謹に係る質問に対する政府委員の答弁
につL,て」を環境庁長官に送付。記者
会見

10月21日

10月16日
8月22～23I1 代炎~苫会識（札幌にて）
8月25FI 岡村昭彦報遊写典展災行委
8月2611 札幌のI'I然を守る会会縦

遡脇87 4発送

8月27～31 1I 岡村昭彦報通写典歴（丸井デパート）
8月30II llt界から核をなくす会会‘綴
8月3111～ 知床間題淳につ↓､て耐会談貝． :"志と
9月411 懇談．脇ﾉﾉ婆‘蒲。環境庁・林野庁と詔

し合い（東京にて, I11中）
9jl411 くらしを洗おう洞けん述動会識
9〃5～611 人''ill l縦l'l.通路;l･卿予定地現地1卿侮

(111 ! I I)

9月61 I 盤渓I然破壊観察会（ル山）
9月8H 人' I;II1縦!1.道路計画につ↓､て’旭川'淵

発鯉‘没部と交渉（瀬川）

、9"1011 ノーﾉｰ核のゴﾐ捨て場!万人フースティバル阯話人会
’9月13～15I1 ゼニガタアザラシツアー参加（えりも

にて, ji:11 1)

9月13～1411 "IMII秀スキー場計画予定地現地視察
（瀬川）

9月15I I rアシリ ・チェップ．ノミ参加
9月16II 札幌のI1然を守る会会‘識
9月201 1 )綱集会識
9月2311 0束商業簡校放送部インタビュー
9月24FI O上幌尚原逆路につb､て’帯広土現と交

渉（帯広にて，瀬川･ I1I中）
9月25n o定山渓ダム定期現地調査。石狩川開建

より説明受ける。。
。映両「ゆんたんざ」上映会

9月27日 ○1万人フェスティバル世話人会
9月30～IH O小田実識淡会（チェルノブイリ原発亦

故後の西ドイツ獅備）

：撫塑職蕩急綴に係わる蕊望識」
10月1日

を道に提出
1O月4日 。藤野道路計画現地視察
10月6日 。，万人フェスティバル世話人会
10月7日 。反原発集会・講演会
､10月9日 。四手井綱災氏識減会(道協会主雌）

10月20I1

10"21rl

10月26F1

11)12I:1

11月4日

11月5～61 1

11月7日

11月8日

11月1311

11月14｢I

11月21I l

11月22～23H

11月25日

12月1日

12月4日

12月5日

12月6日

12月8日

12月10日

12月18日
12月21日

12月22日
12月25日

○
会
報
が
大
変
遅
れ
て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
大
雪
山
縦
貫
道
路
計
画
特
集
は
三
月
第
一
週

に
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
知
床
伐
採
問
題
に
つ
い

て
は
四
月
上
旬
に
「
北
の
自
然
号
外
３
」
で
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。
「
北
の
仲
間
た
ち
」
な
ど
シ
リ

ー
ズ
も
の
を
今
回
は
除
き
ま
し
た
。
次
回
か
ら
ま

た
続
き
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
。

○
去
年
は
知
床
・
然
別
湖
の
伐
採
問
題
、
リ
ゾ
ー
ト

開
発
で
明
け
暮
れ
た
一
年
で
し
た
。
い
ず
れ
も
積

み
残
し
の
課
題
で
す
。
今
年
こ
そ
は
せ
め
て
〃
知

床
″
だ
け
で
も
解
決
し
た
い
も
の
で
す
。
皆
様
の

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
核
の
な
い
北
の
大
地
も
、
い
よ
い
よ
今
年
九
月
に

泊
原
発
の
試
運
転
が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
原
発
も
核
廃
棄
物
も
核
兵
器
も
な
い
美
し
い

大
地
で
あ
る
た
め
に
今
年
は
重
要
な
時
で
す
。
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
以
来
、
道
内
外
の
反
対

世
論
は
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
総
力
を
あ
げ
て

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

（
田
中
明
子
）
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